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究プロジェクトの規定に基づき、2005 年 11 月５日（土）、13：30-17：00、専修大学神田校
舎 106 教室で公開シンポジウム「企業の社会的責任とは何か ――コーポレートガバナンス
と企業倫理を中心に――」を開催しました。 










日時：2005 年 11 月５日（土） 
13：30-17：00 
場所：専修大学神田校舎 106 教室 
 
１．企業の社会的責任を考える    13：30-14：10 
講師 作新学院大学大学院教授   中村 瑞穂  質問 10 分 
（明治大学名誉教授） 
 
２．企業の社会的責任の理論動向について  14：20-15：10 
講師 埼玉大学助教授       水村 典弘  質問 10 分 
休憩      15：20-15：30 
３．企業の社会的責任の日米欧比較   15：30-16：10 
講師 放送大学教授        吉森  賢  質問 10 分 
(横浜国立大学名誉教授) 
 
全体討論                 16：20-17：00 
 
討論者 大東文化大学教授  貫  隆夫 
専修大学教授  赤羽新太郎 








 1991 年損失補てんによる不祥事、1997 年総会屋への利益供与による不祥事と 2度の不祥事
は、野村證券を「営業免許取り消し」へと震撼させた。有価証券報告書の虚偽記載問題の発
覚により、カネボウは 2005 年 6 月 13 日 114 年間の上場に終止符を打った。他方で、戦後最
大の疑獄事件とされるロッキード事件で 1976 年ロッキード社から裏金を受領したとして外
国為替取締り法などで逮捕、起訴され、1992年9月最高裁で有罪が確定した全日空常勤顧問、






















2006 年１月 16 日 
「経営の新潮流」プロジェクト・チーフ 
赤羽 新太郎 
